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みなさんは「北方領土」を知っているだろうか。北方領土とは国後島、択捉島、色丹島、歯舞群

島という四つの島々から成る日本固有の領土だ。第二次世界大戦の終わりの一九四五年八月に北方

領土はロシアに不法占拠された。 

だから北方領土は、日本に返還するべきだ。もともとは日本人が暮らしていた土地だし、ロシア

による北方領土の不法占拠は重大な国際法違反であると思う。 

そして、北方領土に関する世論調査表を見ると現状について知っている人は全体で五割ほどしか

いなく、認知度が昔と比べて激減しているのだ。 

そこで私はまず、北方領土の現状を理解してもらう必要があると思う。 

次に「北方領土について何で知ったか」というデータを見ると、ほとんどの人がテレビや学校の

授業と回答している。つまり、インターネットの動画サイトやテレビ局で北方領土について報道す

ることが最も広まりやすく、手っ取り早い方法ということだ。 

しかし、北方領土問題の歴史的背景や現状を若者に理解してもらうにはもう少し工夫が必要だ。

その工夫とはＳＮＳを活用することだ。ただの動画サイトではなく、X やインスタなど、今の若者

に人気があるアプリを活用することで、理解が深まるだろう。 

そして、もう少し下の年代には、イベントや展示会という場で、実際に体験することが重要だと

思う。 

北方領土返還への意識を高め、返還要求運動への支持を表明したり、情報発信をすることで、国

民世論を盛り上げることが北方領土返還を後押しすることに繋がるのだ。 


